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　これまでの 20 年間＜Two Decades＞のめまぐるしい動きを経て、都市
では中心市街地の再生、歴史的資産の保全、災害復興等への対応が迫られ
ている。地方自治においては、地方分権、参加や協働の浸透により、市民
主体の創造的なまちづくりが全国各地で展開されてきた。
　『早稲田まちづくりシンポジウム＆早稲田メイヤーズ会議』が始まった
1993 年はこの激動の 20 年の起点であった。地方自治の最先端に立つメ
イヤー（市長）をむかえ、討議を重ねて今年で 20 回になる。これまでの
積み重ねを振り返り、これからの地域再生と地方自治のあり方について展
望したい。

　人口縮退期を見据え市街地拡大を伴わない都市・地域再生の在り方が重
要視されている。都市が居住の場、社会経済活動の受け皿として継続的に
成長・発展するためには、これまでに蓄積されてきた市街地建築や社会基
盤ストックの再価値化と、自然環境や生態系が果たす多面的な機能の再評
価を通して、それらが有機的につながる都市デザインの社会的なアプロー
チを提示することではないだろうか。 今回は二十周年の節目として「生態
有機都市のデザイン―2022 年への 道程　自然環境との応答とコモンズの
創成」をテーマに掲げ、自然環境との応答による新たな計画論の提示のも
と有機的な自律都市へのアプロー チを開拓し、市民生活像の再構築への試
みを議論しながら、それらの多面的な事象の相互編集としての生態有機都
市のくらしを具体的に描き出したい。

参加費
　一般￥3,000 / フォーラム会員￥2,000 / 学生無料

申し込み
　参加ご希望の方は下記ウェブまたは FAX にてお申し込み下さい
　　▶ http://www.toshiforum.arch.waseda.ac.jp/sympo.html
　FAX での申し込みは、氏名・連絡先・区分（会員 /一般 / 学生）を記載の上
　　▶ 03-3205-2897（担当：永野）までお送り下さい
お問い合わせ
　早稲田大学理工学術院建築学専攻　有賀隆研究室
　〒169-8555　東京都新宿区大久保 3-4-1　55N-7F-06B
　　FAX 03-3205-2897（担当：永野）

後援（予定）
　日本建築学会 /日本都市計画学会（CPDプログラム認定）/土木学会 /日本都市学会
　都市住宅学会 /日本造園学会 /自治体学会 /日本都市計画家協会 /日本建築家協会
　GSデザイン会議 /東京建築士事務所協会 /エンジニアアーキテクト協会
　都市計画協会 /住まい・まちづくり担い手支援機構 /都市パブリックデザインセンター
　都市みらい推進機構 /稲門建築会 /稲門市町会 /稲門町村長会
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開会挨拶

趣旨説明

「地域環境資源を活かす持続的な社会開発」
基調講演２

「生態環境と人間居住の有機体としての都市デザイン」
基調講演１

主題討議

「復興プロセスで考える地域自然と人間居住」

セッション１

セッション 2

セッション１

セッション 2

趣旨説明

開会挨拶

基調講演

都市の抱える中長期的課題の問題提起をもとに環境資源を再価値化し、水系
や流域圏から捉えた都市・地域のあり方、緑地を取り込んだ居住環境の復権
などから、生活、文化、経済などの都市環境の「質」について議論する。そ
して自然環境との応答による新たな計画指標の提示をもとに有機的な自律都
市へのアプローチを描き出したい。

食、エネルギー、水といった、空間と同時に社会システムをも規定する要素
に注目し、各地の事例を通して、新たな開かれた自立的地域像について議論
する。都市の農、耕作地再生、生態機能更新、風致保全、文化表現、世代共
有など、多面的な事象の相互編集としての有機生態都市のくらしを具体的に
描き出したい。

各セッションの報告をもとにした総合討議・提言を行う。

多様な主体の協働を基礎とした持続的な地域社会を実現させる「まちづくり」
や「コミュニティ」のあり方、世界や地方自治をとりまく動向と地域社会の両
方に向きあう、これからの「まちづくりの哲学」（＝基本的な考え方）を考える。

人 /モノ /コトが多様化している現代において、地域社会のリーダーである首
長が備えるべき資質や、まちづくりの現場において果たすべき役割を考える。
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生態有機都市をつくる
-自然環境との応答と自律都市へのアプローチ -

生態有機都市を生きる
-コモンズの創生とくらしのデザイン -

これからの地域ガバナンス /
マネジメントを展望する

地域社会が歩んできた
“Two Decades” を振り返る
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